
企業版ふるさと納税 事業紹介

鹿 児 島 県 志 布 志 市

総合政策課政策推進グループ



鹿児島県志布志市の紹介 （概要、まちの特徴）

概 要

【人 口】28,774人（R6.9現在） 【面 積】290.28ｋ㎡

【地 勢】鹿児島県東部、宮崎県の県境に面し、志布志湾中央に位置

⚫ 豊かな海と自然、海岸部一帯は日南海岸国定公園に指定

⚫ 南九州の物流拠点、重要港湾「志布志港」を擁するまち

⚫ 東九州自動車道や都城志布志道路の“道路” と志布志港の“港湾”のインフラ整備が進む

→南九州各都市から志布志港への交通アクセスが向上し、所要時間が大幅短縮

まちの特徴①

ー志布志港の大きな特徴ー

串間市

鹿児島市
日南市

都城市

鹿屋市

宮崎市

鹿児島市から

約120分⇒約80分

に短縮！！

宮崎県都城市から

約70分⇒約40分

に短縮！！

都城志布志道路

東九州自動車道

（志布志～大阪間を、毎日運航！）



鹿児島県志布志市の紹介 （まちの特徴、目標、課題）

⚫ 海と大地の豊かな恵みで、特産品が豊富

（特に、うなぎとお茶は、国内有数の生産規模！）

⚫ 地名に“志”という文字が多い

⚫ 全国の皆様からの志（こころざし）により、

ふるさと納税寄付額も全国トップクラス！県内１位！

まちの特徴②

市が抱える課題

⚫ 道路や港湾整備によって、交通アクセスが向上する一方、

近隣都市からの通勤が容易になり、ストロー現象による、まちの衰退を懸念

➢ 市では、「未来へ躍動する創造都市 志布志」を

目指すべき将来都市像として、様々な施策を展開しています…が！

『志』

⇒ 少子高齢化・人口減少が急速に進行する中、

   人口流出対策として、新たなプロジェクトが始動！！ 地域に活気を！

⚫ 志布志港を中心に進むインフラ整備とともに、企業立地件数も増加傾向！！

志布志市の目指す目標



室内型の子どもの遊び場を造ろう！

（写真はイメージです）

子どもを中心とした多世代や、働く人、地域の人たちの自然な交流が生まれる施設として

「多世代交流施設整備事業」を進めたい



志布志市の課題（市民のニーズ）

市民意識アンケート

⚫ 児童福祉、子育て環境の充実についての重要度が最も高く、最も満足度が低い！

（特に、公園や広場など子どもが遊べる施設の整備が重要）

⚫ 空き家・空き店舗対策についても重要度が高く、満足度が低い！

（特に、空き店舗が増えた商店街の賑わいが重要）

子ども・子育て支援ニーズ調査

未就学児1,200人、就学児1,200人、ほぼ全ての子育て世帯に対し、ニーズ調査を実施

⚫ 「どのような子育て支援施設の整備を⾏ってほしいですか」という問いに対し、

の割合が最も高かった！

⚫ 現状は、車で約１時間かけて市外の屋内施設へ連れて行っている

⚫ 雨の日や、夏の暑い日に、地元で子どもたちの遊ぶ場がない

➢ 子どもが遊べる屋内施設を整備して、まちの魅力を高める必要がある

優先度１位と答えた割合

２位

３位

さらに原因を掘り下げるため…



整備対象の物件について

市役所本庁

志布志駅

商店街

R220

➢令和４年５月に市本庁舎に隣接する４階建の娯楽店が閉店。商店
街の中心に位置し、駐車場や建物も大きく、まちづくりや商店街
の活性化など、敷地全体で幅広い利活用が考えられることから、
令和５年８月に市が購入。具体的な利活用の方針を決定する必要
があった

➢少子化・人口減少が進む中、子育て支援や多様な働き方の実現に
よるまちの魅力を向上させることへの重要度が高まっている

➢アンケート調査等の結果を踏まえ市としての利活用策を検討。市
民団体や議会等へ意見を聴取しながら整備方針を決定。跡地を多
世代・企業等の交流拠点施設として、市民ニーズが高い子育て支
援としての屋内遊具施設、市民の居場所づくり、テレワーク環境
など「多世代交流施設」として整備することとした

物件選定の経緯



施設のコンセプト

「子どもと家庭とまちの休憩所」

整備方針

【子どもの居場所】
広い空間を利用した子ども
の居場所づくりとして、遊
び・学び・体験等の場を整
備する

【交流の拠点】
年代や職種によらず市内外
から自然と人が集まりつな
がりが生まれ、休憩できる
コミュニティスペース

【まちなか再生】
周辺の商店街や事業者、歴
史的文化財等と連携して、
まちなみを継承し、にぎわ
いを創出する

【デジタル体感】
デジタル推進による便利
さ・有益性を感じられるよ
う、情報発信やデジタル技
術の体験等の環境を整える

【ひとや企業とのつながり築く】

➔年間来館者数10,000人
➢まちなかにぎわい創出の場：多世代・地
域内外の人がゆるやかに交流し休憩でき
る場。子どもの居場所として遊び・学
び・体験等ができる場として整備

➢つながりを築く場：地域内外の企業や働
く人が自由に集い、新たな出会いが生ま
れる場。デジタル技術の恩恵を受けられ、
多様な情報の発信場所として整備

➢商店街との連携、東部地区エリア基本計
画との連動による相乗効果を発揮

事業目的・目標



整備のイメージ

１階：子どもの居場所（室内遊び場スペース）交流の拠点（コミュニティカフェ・交流スペース）
✓運動遊び用の遊具やデジタル遊具を整備し、子どもたちの友達づくりの場、社会性・自主性・創造性を
育む学びの場、天候に関係なく子どもたちが安全に安心して遊べる場を提供する

✓跡地周辺の飲食店と提携したテイクアウト商品の配達、自由に使えるキッチン、交流スペースなど、地
域住民や室内遊び場を利用する子育て世帯などの多世代が交流できる居場所をつくる

２階：テレワーク・会議室（デジタル体験スペース）
✓企業や働く人の新たな出会いや発想を生み、多様で柔軟な働き方を実現するため、個別ブースや多目的
スペース等のコワーキングスペースを整える

✓クーリングシェルターやギャラリーにデジタルサイネージ等を設置し、迅速で効果的な情報発信を行う
✓プログラミング教室、ｅスポーツなどの学びや体験の場を提供し、地域の人材育成・確保につなげる
３・４階：こころの居場所（相談スペース）
✓家でも会社でも学校でもない「心の居場所」となるように、誰かとのつながりを
感じられ気軽に相談を行える・受けられる場所として整備する

事業概要、スケジュール

令和５年度

• 物件購入

• 建物調査

• 活用検討

令和６年度

• 基本構想

• 実施設計

• 財源確保

• 予算計上

令和７年度

• 入札

• 工事施工

• 運営選定

• 開館準備

活
用
イ
メ
ー
ジ

室内遊び場、交流スペース、
キッチン、カフェ等

テレワーク、会議室、クー
リングシェルター等

個別相談スペース

コンセプト

子どもと家庭と
まちの休憩所



寄附のメリットと得られる成果

得られる成果

目 標 と す る 指 標 現状値（令和２年度時点）

出生数 １８３人

ファミリーサポート
登録者数

１９７人

➢ 第２次志布志市総合振興計画後期基本計画や地方版総合戦略に定める、重要業績評価指標（KPI）を達成し、

未来の世代へ引き継いでいけるまちの形成を推進します。

寄附メリット等 ➢ 志布志市では、企業様の社会貢献活動のＰＲの一助となるよう、

感謝状を贈呈するとともに、

御寄附の内容を市ホームページなどを通じ、広く周知いたします。

（企業様の御意向による）

➢ また、企業様からの御提案に対しましては、意見交換等させていただき、

包括連携協定締結など、官民連携の取組を推進させていただきます。

➢ そのほか、企業様の御意向などお聞きしながら、

ともに地域の未来を拓いてまいります！

目標値（令和８年度）

２１５人

２２０人

なによりも、
志布志で暮らす、
次世代の子供たち
のために。。。

企業の皆様方のご協力をお願いします！

基金

若者の地元定着へ！

支援いただいた
企業名を紹介
                など



志布志市は、夢という「志」の実現に向け、企業の皆様とともに、地域の未来を拓いてまいります！

企業の皆様の を、ぜひ、 へお願いいたします。

お問合せ先 志布志市役所 総合政策課 政策推進グループ

溝口・紙屋・徳留・岩永

電 話：099-472-1111（内線441・442）
MAIL：seisakusuishin@city.shibushi.lg.jp
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